
主 日 礼 拝 週 報 
 

２０２５．０８．１０                           司 会：   申 鉉 錫 牧 師 

午前１１：００                   説 教：    申 鉉 錫 牧 師 

黙 祷           奏 楽                  中村幸執事 

☆讃 美                             ２０                                         一 同 

☆信仰告白           使徒信条                     〃  

☆交 読                            ２５                                     〃  

☆讃 美                          １４７                                      〃  

 祈 祷                                                     司会者 

聖 書                Ⅰペテロ  5：1～11                        〃  

 讃   美          ４６０                              聖歌隊 

説 教              身を慎んで目を覚ませ                  申鉉錫牧師 

☆讃 美                              ３３０                                       一 同 

献 金                    .                            〃  

報 告                                                             司会者 

☆頌 栄                              ６                                      一 同 

☆祝 祷                            申鉉錫牧師 

☆黙 祷         後 奏            中村幸執事 

 閉 会                         一 同 

☆は一同起立  

●２０２５年８月当番 

 

 

お 知 ら せ  

１． ロシアとウクライナの戦争が終わるように 祈りましょう。 

２． イスラエルとアラブの戦争が終るように 祈りましょう。 

３． 日本の名節‘お盆’を祝福します。 

４． 今は日  々 聖霊降臨日です。使徒達に 私達も習って 伝道に励みましょう。 

５． 韓国の 友好の 為に 祈りましょう。 

 

 

牧 師 所 感 ：              死と向き合って  己を知る  

人生の終末 (92) を生きる 筆者は、今迄に経験したことのない苦しみの中で、余生を

生きる。歳を取ると歩くのが 不自由でヨタヨタと歩く哀れさ。人によって 健脚の人も

いよう。しかし 己はそうでない。自分に愛想が尽きる。牧師として、信徒の不幸に飛ん

で行ってテキパキと指示が出来ない場合の苦しみである。けれども若い時（80代まで）、

思うがままに体を動かしていた 己を 筆者は 知っている。だが 苦しみばかりではない。

今日まで生かして下さった 神に 真心から 感謝をお捧げ出来ることを 喜ぶ 幸せである。 

さて 筆者も いつの間にか 歳を取って、真剣に 自己と向き合うことが出来る 幸せで

ある。長い生を 活
いか

かされて“死と向き合って 己を知る事”が出来た事だ。 

さて、世の中には 年若くて病気になって 死の苦しみにもだえている 人々が 大勢おら

れる。時として、筆者も病いによって 苦しむ時は常に“曠野の詩”を思い出す。その

中の一片を 記す。 

 

愛 の 花                                                         新 井  久 仁 子 

神さまが 私を           摑
つか

まえて下さらなかつた頃は 

北風にヒユウヒユウと吹かれながら  冷たい土の上にペタンと座つて 

すゝり泣いていた自分の姿が     ハツキリ見えたものだつた 

あれから一年                                   

神さまへの道を見つけた私は     もう泣いてはいない 

北風も吹いてはいない        寂しければ自分で 

花を植えてあるく          神さまへ通じる 

一本の道に  ―― 

ほら、行く手にイエスさまが     こつちを向いて見守つていて下さる 

寂しければ自分で植えてあるこうよ  愛の花を …… 

（埼玉縣の人、療養） 

テコエ 明子 執事 案 内 献 金        廣井 琴子 勧師 

 


